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はじめに 

本研究ではハンドボールがどのようにしてヨー

ロッパで誕生し、どのように発展して日本に伝わ

って来たのかを明らかにしていきたい。また日本

のハンドボールはマイナースポーツである。そこで

メジャースポーツにするためにはどうするべきかを

日本ハンドボールの歴史を明らかにして述べる。

また近年、日本ハンドボール代表が世界への道

を閉ざされている背景には中東諸国の裏工作も

関係している。 

このようにハンドボール界で問題となっている、

中東諸国（特にクウェート）のハンドボールの歴史

や問題点を明らかにする。 

 

第一章 ハンドボールの誕生 

11 人制ハンドボールが発祥したのはドイツで、

7 人制が発祥したのはデンマークである。この 2 つ

の国の歴史を見るとともにヨーロッパでの発展、そ

して IHF（国際ハンドボール連盟）の誕生の流れ

を説明する。 

ボールを手で扱う記録が残っているのは、今か

ら約 4000 年前のエジプトの壁画に描かれている

ものである。その後の時代にも「パルパスツム」、

「カルシオ」等の手を使って行う遊びがあった。19

世紀後半ドイツにて、女性のためのボールゲーム

として「ラフバル」、「トーアバル」が誕生する。これ

ら二つの遊びをカール・シュレンツが改良して、競

技規則を作り、11 人制ハンドボールが誕生した。

近隣諸国への普及も進み、競技規則も改正され

た。しかし、北欧諸国では冬季に 11 人制ハンドボ

ールを行うことが困難なため、デンマーク人のフレ

ディク・クヌッセンによって 7 人制ハンドボールが

誕生した。第二次世界大戦を経て世界のハンド

ボールはより、スピーディーで迫力のある 7 人制

ハンドボールが主体となっていく。 

 

第二章 日本ハンドボール界の歴史と発展 

日本に 11 人制ハンドボールを伝えたのは大谷

武一氏である。当時、文部省も送球の体育的効

果が大きいことに着眼し、さっそく中学校・高等女

学校の体操教授要目の中にとりいれた。学生層

中心に普及が進み、国民体育大会で開催される

ようなってから、一般の部にも普及していった。 

現在の日本ハンドボールの最高峰が「日本ハ

ンドボールリーグ」である。このリーグはプロリーグ

ではなく、選手は社員として会社業とハンドボー

ルを平行しながらプレーしている選手が多く、い

わゆる実業団チームである。このリーグの現状と

課題を知り、マイナースポーツとしての位置づけ

のハンドボールをメジャーにするための解決策を

述べる。 

 

第三章 中東の笛、アジアハンドボール界の闇 

競技スポーツにおいて「審判」の存在はどのス

ポーツにおいても勝敗を決するのに重要なものと

なっている。しかし、今アジアハンドボール界では

中東諸国のチームに有利な試合展開にするため

に、審判が故意に不利益なジャッジを繰り返し、

中東諸国に勝たせている現状がある。この中東

諸国への有利な審判のジャッジの事を「中東の

笛」と呼ぶ。アジアハンドボールの歴史を知るとと

もに、中東の笛の現状、解決策、国際ハンドボー



ル連盟との繋がりについて述べる。 

 

終わりに 

現在日本のハンドボール界は重要な局面を迎

えている。マイナースポーツのカテゴリーに含まれ

ていたが、オリンピック再予選等の影響もあり、今

年度とても注目されて、メディアでの報道も世間

の認知度も日本ハンドボールリーグを始めとする

各種大会の観客動員数は前年比をはるかに超

えている。これらのことからやはり、ハンドボールが

メジャースポーツに変わるためには今がターニン

グポイントといっても過言ではないだろう。メジャー

スポーツになるためには、「メディア」と「幼少期の

おける競技人口の獲得」が最も必要なことであろ

う。

 

 


